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2026 年 4 月 25 日　昼下がりの演奏会　＃ 6
於：CampGear&Cafe BASE

13:30 〜プレトーク／ 14:00 〜演奏会

- Performer -

ジムノペディ　第１番
（エリック・サティ　作曲）

ゴリウォーグのケークウォーク
（クロード・ドビュッシー　作曲）

月の光
（クロード・ドビュッシー　作曲）

- Program -

Saxophone 三木　多聞

Percussion 萩原　大雅

Pianoforte 奥　柚葉



ジムノペディ　第１番
（エリック・サティ　作曲）

　おそらく誰もが「どこかで聞いたことのある
曲」であろうこの曲、クラシックというよりは
ヒーリングミュージックといった方がいいのか
もしれない。『ジムノペディ』は第３番まであ
るが、この第１番が圧倒的に有名である。『ジ
ムノペディ』という曲名は古代ギリシアにおけ
る裸の青年たちの賑やかな祭典「ギュムノパイ
ディア」からきているが、この祭典とは似て
も似つかない雰囲気の曲である。この第１番
には、「ゆっくりと苦しみをもって」 (Lent et 
douloureux) という指示がある。
　エリック・サティ（1866-1925）はフランス
の作曲家で、「家具のようにそこにあっても日
常生活を妨げない音楽、意識的に聴かれること
のない音楽」＝「家具の音楽」というものを発
想した。クライマックスに向けて展開があり、
進行してゆくような音楽ではなく、どの瞬間を
切り取っても美しく、決してその場を邪魔する
ことのない、BGM に適したような考えである。
この『ジムノペディ』もそのような性格の音楽
といえよう。
　サティの作品には『犬のためのぶよぶよとし
た前奏曲』や『梨の形をした３つの小品』など
奇妙なタイトルの曲も多いことも有名である。
　また、１分程度の曲を 840 回繰り返す『ヴェ
クサシオン』（日本語で「嫌がらせ」「癪の種」）
という曲は、かつて『トリビアの泉』でも取り
上げられた。
　……このように書くと、ふざけた作曲家のよ
うな印象を受けるかもしれないが（実際そうい
う側面もあったのかもしれないが）、既存の西
洋音楽の伝統に対する問題意識を常に持ち続
け、革新的な技法を盛り込んでいった。それら
はたとえば同時代のフランスの作曲家であるド
ビュッシーやラヴェルにも影響を与えている。

ゴリウォーグのケークウォーク
（クロード・ドビュッシー　作曲）

　『子供の領分』というピアノ組曲の終曲にあ
たる第６曲。『子供の領分』というタイトルは、
子供のための曲というよりは、大人が子供の気
分に浸るようなイメージである。
　「ゴリウォーグ」というのは 19 世紀末に絵
本に登場し、その後欧米やオーストラリアで多
大なる知名度を誇るようになった黒人の男の子
を模したキャラクターである。「ケークウォー
ク」というのは 19 世紀にアメリカの黒人のあ
いだに起こった軽快なリズムが特徴の２拍子の
ダンスで、ジャズの起源の一つともいう。ダン
スコンテストでは賞品としてケーキが与えられ
たことから「ケークウォーク」と名付けられた
という。
　

月の光
（クロード・ドビュッシー　作曲）

　ドビュッシー作品の中でも最も有名といって
も過言ではないこの曲は、『ベルガマスク組曲』
という全４曲からなるピアノ組曲の第３曲とし
て作曲された。この「ベルガマスク」という言
葉はイタリアのベルガモという地名に基づく単
語であるが、曲名としてはポール・ヴェルレー
ヌの詩の一節からとられたという。
　『月の光』は全編を通してほとんどが小さな
音量（ピアニッシモ）で演奏される、静謐な世
界ながらも、靄がかったような響きから、輝か
しい響きまで、色彩あふれる楽曲である。

＊　＊　＊

　クロード・ドビュッシー（1862-1918）は、
モンマントルのカフェ・コンセール『黒猫』（歌
や踊りのショーを見ながら飲食できる店）でサ
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ティとも交流を持っている。印象派の作曲家と
してもよく知られているが、本人は印象派と呼
ばれることを嫌っていたらしい。

《サクソフォンについて》
　サクソフォンは「サックス」という略称でよ
く知られた楽器でありながら、ジャズやポップ
ス、あるいは吹奏楽で用いられる楽器という印
象が強く、クラシックのイメージはあまり持た
れていない。今回の曲は元からサクソフォンの
ために書かれた曲ではないが、実はドビュッ
シーにもサクソフォンのために書いた作品があ
る。
　サクソフォンは比較的新しい楽器で、1840
年代初頭にベルギーの楽器製作者アドルフ・
サックス（1814-1894）によって発明された。
サックスは金管楽器と木管楽器の橋渡しを目的
に、木管楽器であるサクソフォンだけでなく、
金管楽器であるサクソルンも発明している。こ
ういうことを知っていると、「サックス」では
なくちゃんと「サクソフォン」と呼ぼうという
気になるのは自分だけだろうか。
　サクソフォンは非常に大きな音が出せる楽器
であり、またジャズやポップスなどでは、喉を
鳴らしながら吹くグロウル奏法もよく使われる
ため、バリバリとしたパンチの強い、派手な音
色のイメージを持っている方も多いかもしれな
いが、他の伝統的な楽器に勝るとも劣らない表
現力をもち、楽器が新しい分、楽器の鳴りやす
さ、音量・音色のコントロールの幅は木管楽器
の中でも非常に大きい。クラシックの分野でも、
19 世紀後半からすでに積極的に使われている。
ビゼーの『アルルの女』やプッチーニの『トゥー
ランドット』にも使われているのだが、特に有
名なのは、1928 年に作曲されたモーリス・ラ
ヴェルの『ボレロ』だろう。

（文・仮屋賢一）
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【演奏者】
サクソフォン：
　三木　多聞　（みき・たもん）
　兵庫県西宮市出身。アマチュア奏者の父親の
影響を受け、幼少期よりクラシックサクソフォ
ンの音楽に触れ、中学入学と同時に吹奏楽部に
てサクソフォンを始める。尼崎市立尼崎双星高
等学校普通科音楽類型を経て、大阪音楽大学音
楽学部音楽学科管楽器専攻に進学、現在４年次
在学中。
　これまでにサクソフォンを寺田麗美、梶原真
季、井上麻子の各氏に師事。室内楽を大石将紀
氏に師事。大石将紀、ファブリス・モレティ、
サンドロ・コンパニオン各氏のマスタークラス
を受講。第27回万里の長城杯国際音楽コンクー
ル第２位。
　定期的なリサイタルにて自分の音楽を発信し
続けている。演奏活動のみならず FM ラジオ
や SNS メディア等にも多数出演。
　滋賀県立大津高等学校吹奏楽部、尼崎市立大
庄中学校吹奏楽部指導員。川西ジュニアウイン
ドバンド講師、音楽監督。椿音楽教室サクソフォ
ン講師。

パーカッション：
　萩原　大雅　（はぎはら・たいが）
　宮城県仙台市生まれの兵庫県西宮市育ち。
12 歳より打楽器を始める。尼崎市立尼崎双星
高等学校普通科音楽類型を経て、大阪音楽大
学音楽学部音楽学科打楽器専攻に進学、現在 4
年次在学中。
　これまでに打楽器を小野聡子、池邉雅美、石
川直、小谷康夫の各氏に師事。
　2025 年より兵庫県神戸市発のオルタナティ
ブロックバンド「The Peace」のドラムス、コー
ラスの担当や、Miyabi ／雅という名義でライ
ブハウスやバーでの DJ 活動や DJ イベント主
催、同人作家、イラストレーターなど、活動範



～「昼下がりの演奏会」とは～
　ここCampGear&Cafe BASEを、「誰で
も気軽に音楽と触れ合える」場にしたい、そん
な思いで2025年 11月に開始したシリーズ
です。本格的でありながら、ふらっと訪れて、
気軽に楽しめる演奏会です。
　今回のイベントについて、以下のQRコー
ドのアンケートからぜひご意見・ご感想等お聞
かせください！　いただいた貴重なご意見は、
今後より良いイベントを創り上げていくため、
参考にさせていただきます。

主催：
合同会社リコラボ
代表　仮屋賢一（作曲家・俳人）
ウェブサイト　https://ricollab-create.com/
お問い合わせ：075-275-7570

info@ricollab-create.com
右のQRコードからLINE友だ
ち登録して、イベント最新情報
をGET！　ここからお問い合わ
せもしていただけます。
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昼下がりの演奏会
於：CampGear&Cafe BASE

《今後の予定》
# ７

2026 年５月９日（土）
フルートアンサンブル

以降も毎月開催
最新情報は Web サイトをチェック！

13:30 〜プレトーク／ 14:00 〜演奏会
入場無料・0 歳から入場可・出入自由

囲はクラシックや音楽に留まらず、サブカル
チャーを中心に広く発信している。

ピアノ：
　奥　柚葉　（おく・ゆずは）
　大阪府八尾市出身。３歳よりエレクトーンを
始め、10 歳から 12 歳までドラムを経験。中学
入学と同時に吹奏楽部に入部し、打楽器を始め
る。高校在学時には、大阪府高校選抜吹奏楽団
のオーディションに合格し、第 105 回全国高
等学校野球選手権記念大会の開会式・閉会式に
て演奏を担当。
　現在、大阪音楽大学音楽学部音楽学科打楽器
専攻３年次在学中。

プレトーク・司会：
　仮屋　賢一（かりや・けんいち）
　作曲家で俳人。
　2025 年、大阪・関西万博のステージのため
に『Uni-Tunes』を作曲、また本番ではこの曲
を含め、万博にて指揮を務める。
　2017 年、イタリア・アルバ音楽祭に作曲家
として参加し、フルートオーケストラのための

『蝶 Le Farfalle』を新作初演。また、武満徹作
曲のピアノ曲『ロマンス』をフルートオーケス
トラ用に編曲し、こちらも初演。2024 年 3 月
には、私立高等学校の吹奏楽部定期演奏会にお
いて、オリジナルミュージカル曲の作詞作曲を
担当。
　また、今様音楽企画のメンバーとして、「美
山音楽祭」の準備・企画・運営に尽力。音楽祭
期間中は、新曲の初演のみならず、司会やワー
クショップ講師やトークショー登壇なども行
う。
　作曲は独学。今様音楽企画、関西現代音楽交
流協会、関西室内楽協会に所属。また、俳句雑
誌「奎」代表として俳句も嗜む。


